
いいっっししょょにに考考ええよようう！！  

子子どどもものの権権利利ののこことと  

  

日本には、日本のすべての人が幸せに暮らすための「日本国憲法」があります。 

さらに、日本は、世界の子どもたちが幸せに暮らすことができるようにと作られ
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そのほか条例では、子どもの権利を守るための大人の責務を定め､子どもの

権利への理解と関心を深めるきっかけとなるよう、11 月 20 日を「さがみは

ら子どもの権利の日」としています。また、子どもの権利について考える行

事を 11 月に行うことにしています。 

※条例の全文は、相模原市のホームページに掲載しています。トップページ

から「子どもの権利条例」で検索してください。 

 

 

 

 

 

 

 

自分を守り、守られる権利  

 

◇いじめ、体罰、虐待等を受けないこと。  

◇犯罪や危険、有害な環境から守られること。  

◇自分の考えが尊重され、不当な扱いを受けないこと。 

◇プライバシーが守られ、名誉や信用が傷つけられないこと。 

◇困ったときは気軽に相談し、適切な支援を受けられること。 
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◇意見を表明するために必要な情報の提供等の支援を受けられること。 
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学校や部活動、地域の話し合いに参加するとき、どのようなことに気を付け
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自分を大切にするのと同じように、友達を思いやることも大切です。 

 

子どもにも、自分にかかわることについて「こう思う」などと自分の考えを言う権利があります。 

学校や地域の活動に参加し、自分の意見を伝えましょう。話し合いでは、他の人の話や意見も尊重

します。 
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考えてみましょう 友達が傷ついているのを見かけたとき、あなたはどうしますか。 

 

地域および社会に参加する権利（条例第７条） 
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ここのの条条例例でではは、、子子どどももがが生生きき生生ききとと自自分分ららししくく成成長長ししてていいくくたためめにに、、大大切切なな権権利利

をを定定めめてていいまますす。。大大ききくく４４つつのの権権利利にに分分けけらられれてていいまますす。。  
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇命が守られ、かけがえのない存在として、大切にされること。 

◇愛情と理解をもって育てられること。 

◇適切な医療が必要に応じて提供されること。 

◇どんな理由でも差別をされないこと。 

◇安全な環境で生活ができること。 

           どんなときに、家族や周りの人から大切にされていると感じますか。 

これまでの生活をふり返って考えましょう。 
考えてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分らしさが認められ、個人として尊重されること。 

◇年齢や発達に応じ、安心できる場所で学んだり、遊んだり、 

休息すること。 

◇自然や歴史に親しんだり、文化や芸術等の活動をすることによって、 

人間性を養うとともに、創造力を育むこと。 
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子どもは、それぞれが世界中でたった一人しかいない、かけがえのない存在として大切にされる

べき存在です。また、一人ひとりがそれぞれちがいを認め合うことが大切です。 

 

人には、考え方や何かを大切に思う心など、様々な自分らしさがあります。自分らしさを大切に、勉

強したり遊んだり、時には失敗しながら成長していきます。 

 

あなたの自分らしさはどんなところですか。 

 

自分らしさを生かしてこれまで努力してきたことや、これから取り組みたいことはどんなことですか。 
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の基本的な人権です。 
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地域および社会に参加する権利（条例第７条） 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか条例では、子どもの権利を守るための大人の責務を定め､子どもの

権利への理解と関心を深めるきっかけとなるよう、11 月 20 日を「さがみは

ら子どもの権利の日」としています。また、子どもの権利について考える行

事を 11 月に行うことにしています。 

※条例の全文は、相模原市のホームページに掲載しています。トップページ

から「子どもの権利条例」で検索してください。 

 

 

 

 

 

 

 

自分を守り、守られる権利  

 

◇いじめ、体罰、虐待等を受けないこと。  

◇犯罪や危険、有害な環境から守られること。  

◇自分の考えが尊重され、不当な扱いを受けないこと。 

◇プライバシーが守られ、名誉や信用が傷つけられないこと。 

◇困ったときは気軽に相談し、適切な支援を受けられること。 

 

 

 

 

 

◇自分の意見を表明すること。 

◇表明した自分の意見が尊重されること。 

◇意見を表明するために必要な情報の提供等の支援を受けられること。 

◇仲間を作ったり、仲間と集まったり、仲間と活動すること。 

学校や部活動、地域の話し合いに参加するとき、どのようなことに気を付け

ますか。 

考えてみましょう 

どんな理由があっても、いじめや体罰など、みなさんの心や体が傷つけられるようなことがあっては

なりません。また、自分を守るために、自分の思いを伝えたり、相談したりすることも大切なことです。 

自分を大切にするのと同じように、友達を思いやることも大切です。 

 

子どもにも、自分にかかわることについて「こう思う」などと自分の考えを言う権利があります。 

学校や地域の活動に参加し、自分の意見を伝えましょう。話し合いでは、他の人の話や意見も尊重

します。 

 

（条例第 6条） 

 
考えてみましょう 友達が傷ついているのを見かけたとき、あなたはどうしますか。 

 

地域および社会に参加する権利（条例第７条） 
 

 


